
在宅療養1年！ラコール半固形栄養剤の変更を余儀なくされたが周辺事情の調整が奏功し継続できた一例　

宮崎弥生１）、的井尚美１）、桂長門２）
訪問看護ステーション　みかづき１）、
神戸大学大学院医学系研究科　外科系講座災害・救急医学分野２）

要旨：【目的】胃瘻造設後1年経過を間近にした在宅療養者のラコール半固形栄養剤処方が困難と予告された経緯と、主介護者たる夫の心理的苦悩緩和のため在宅多職種連携に取り組み、在宅療養者と介護者のＱＯＬ向上を図った経験を報告し、同様の経験を持つ方々と共有する．【対象および方法】79歳、女性、パーキンソン病関連疾患で寝たきり全介助．胃瘻よりラコール半固形栄養剤を注入しており、主介護者の夫と2人暮らし．訪問診療の担当医師より、胃瘻造設後1年を経過するという理由から、ラコール半固形栄養剤の継続処方が困難でピーエヌツインに変更すると予告された.ピーエヌツイン２液の混合やそこに増粘剤を加える手技は、高齢の介護者には小さな問題ではなく、また平日土日別で支援介入している訪問看護2社の手技統一にも難渋を予測するなど、夫は多角的な介護への不安増大から心労が増した．このため「多職種連携情報共有アプリ：バイタルリンク」を利用した上で、担当医師と話し合った．【結果・結論】ラコール半固形栄養剤の継続処方が可能となり、夫の介護不安も解消され安堵の表情が戻った．約1か月に渡る多職種（クリニック医師、訪問看護2社、ケアマネージャー）のやり取りから見えてきたものは、クリニックと連携する中堅病院の経営方針と診療報酬加算の算定都合が、ラコール半固形栄養剤の継続処方を困難としていたという事実であった．在宅療養者と介護者には無関係事由であり、安定した療養生活を脅かすものであった．在宅療養に携わる一看護師として、医師や病院からの指示が必ずしも在宅療養者と介護者の利益と一致しないことを知った。指示を鵜呑みにせず、多職種で連携し再考を促すことができた．その結果、在宅療養者と介護者のQOL維持に繋げることができた．
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要旨


：


【目的】


胃瘻造設後


1


年経過を間近にした在宅療養者のラコール半固形


栄養


剤


処方


が困難と


予告


された経緯と、主介護者


たる


夫の心理的苦悩緩和のため在宅多職種連携に取


り組み、


在宅


療養


者


と介護者


のＱＯＬ向上


を図った経験を報告し、同様の経験を持つ方々


と共有する


．


【対象および方法】


79


歳、女性、パーキンソン病関連疾患


で


寝たきり全介助


．


胃瘻よりラコール半固形


栄養


剤を注入


しており、


主介護者の夫と


2


人暮らし


．


訪問診療


の


担当医師より


、


胃瘻造設後


1


年


を


経過する


とい


う


理由から


、


ラコール半固形


栄養


剤の


継続


処方が


困難


で


ピーエヌツインに変更


する


と予告され


た


.


ピーエヌツイン


２


液


の


混合


や


そこ


に


増粘剤を


加える手技


は


、


高齢の介護者には小さな問題ではな


く、


また


平日土日別で支援


介入している訪問看護


2


社の手技統一にも難渋を予測するなど、


夫


は


多角的な


介護


への


不


安


増大


から


心労が


増した．このため


「


多職種連携情報共有アプリ


：


バイタルリンク」を利


用した


上で、担当医師と話し合った


．


【


結果


・結論


】


ラコール半固形


栄養


剤


の継続処方が可


能


とな


り、夫の介護不安


も


解消され安堵の表情が戻った．


約


1


か月に渡る多職種（クリニ


ック


医師


、訪問看護


2


社、ケアマネージャー）のやり取りから


見えてきたものは


、クリニ


ック


と


連携する中堅病院


の経営方針


と


診療報酬加算


の算定都合


が


、


ラコール半固形


栄養


剤


の継続処方を困難としていた


という事実であった


．


在宅


療養


者


と


介護者


には無関係


事由


で


あり


、


安定した


療養生活を脅かすものであった．


在宅療養に携わる一看護師として、医師


や病院からの指示が必ずしも


在宅


療養者と介護者の利益と一致しないことを知った。指示


を鵜呑みにせず、多職種で連携し再考を促すことができた．


その結果、


在宅


療養者


と介護


者


の


QOL


維持


に繋げることができた


．
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